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※ 役職等については各会議開催時のものを記載しています。

会議報告

　令和８年３月２１日（土）、福井県自治会館にて「福井

県土地改良事業団体連合会　第６８回通常総会」を開

催しました。

　総会では、山﨑正昭会長の開会挨拶の後、来賓であ

る石田嵩人福井県知事、小堀友廣福井県議会議長、

植野栄治北陸農政局長、稲田朋美衆議院議員からそ

れぞれご祝辞をいただきました。また全国水土里ネット

会長会議顧問である、進藤金日子参議院議員からビデ

オメッセージをいただきました。

　その後議事に入り、福井朝日土地改良区の森下良夫

理事長が議長に選任され、令和６年度事業報告並びに

収支決算、令和８年度事業計画並びに収支予算、定款

の一部改正の他、役員の補欠選任等の全８議案につ

いて審議され、いずれも原案どおり可決いたしました。

役員の補欠選任においては、選考委員による選考を経

て、欠員となっていた監事に足羽川堰堤土地改良区連

合の澤井照男理事長が就任されました。

　最後に事務局により決議文が朗読され、満場一致の

拍手で採択され、閉会となりました。

▲挨拶をされる山﨑会長

福井県土地改良事業団体連合会　第68回通常総会

会 　 長
副 会 長
専務理事
常務理事
理 　 事
〃
〃
〃
〃
〃

山 﨑  正 昭
河 合  永 充
小 堀  健 司
伊 藤  尊 泰
廣 畑  佐 一 
木 村  市 助
山 本  文 雄
木 村 　强
松 田  山 列
水上 実喜夫

参議院議員
永平寺町長
学識経験者
学識経験者
学識経験者
芝原用水土地改良区理事長
九頭竜川鳴鹿土地改良区理事長
坂井土地改良区理事長
大野東部土地改良区理事長
勝山市長

理 　 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃

代表監事
監 　 事
〃

佐々木 勝久
杉 本  博 文
力 野 　豊
戸 嶋  秀 樹
中 塚 　寛
川合 久利子
竹 内  成 子
齊 藤  惠 治
澤 井  照 男
杉 本  寛 重

　江市長
池田町長
敦賀市土地改良区理事長
美浜町長
おおい町長
学識経験者
学識経験者
坂井北部土地改良区理事長
足羽川堰堤土改区連合理事長
日野川用水土地改良区理事長

【役員名簿】　（赤字：新役員）（青字：互選）

福井県土地改良事業団体連合会　第239回理事会

▲挨拶をされる石田知事

　令和８年３月２１日（土）、第６８回通常総会終了後に福井県自治会館にて「福井県土地改良事業団体

連合会　第２３９回理事会」を開催しました。

　本理事会では、廣畑佐一理事が副会長の職を退任することに伴い、後任の副会長の互選が行われ

ました。理事一同による審議の結果、下記名簿の通り、永平寺町長の河合永充理事が副会長に互選さ

れました。
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※ 個人表彰者の役職については表彰時のものを記載しています。

● 感 謝 状　　　　　 ４名

中 川 俊 幸

武 田 真 晃

廣 部 明 泰

尾 形 英 樹

元　福井県嶺南振興局　副局長

元　福井農林総合事務所 所長

元　丹南農林総合事務所　農村整備部長

元　丹南農林総合事務所
　　　農村整備部　計画管理課　主任

● 個人表彰

【役員表彰】　　１４名

足羽文殊土地改良区　理事

元　福井棗土地改良区　理事長

春江町土地改良区　理事

勝山市土地改良区　会計担当理事

大野市土地改良区　理事

前　日野土地改良区　理事長
前　日野川用水土地改良区　副理事長

前　日野土地改良区　理事

元　武生王子保南部土地改良区　理事長

小浜谷田部土地改良区　理事長

小浜府中土地改良区　理事長

前　上中土地改良区　理事長

前　上中土地改良区　副理事長

元　おおい町土地改良区　理事長

前　敦賀市土地改良区　副理事長

　令和８年３月２１日（土）に開催した第６８回通常総会(1頁)にあわせて、「第６８回土地改良功労者表

彰・感謝状贈呈」を開催しました。

　今回の表彰では、土地改良事業の推進にご尽力いただいている土地改良区役員１４名の方々に表

彰状を、また県において土地改良事業に貢献いただいた４名の方々に感謝状を贈呈しました。

福井県土地改良事業団体連合会　第６８回土地改良功労者表彰・感謝状贈呈

▲表彰者の皆様

▲個人表彰代表者：小浜谷田部土地改良区 奥井理事長

▲感謝状代表者：中川 俊幸 様

川 端 智 雄

渡 邊 　 勝

堀 川 清 治

辻 　 総 八 郎

大 谷 哲 夫

川 端 保 郎

青 木 源 久

高 橋 　 則

奥 井 荘 一 郎

森 田 　 治

福 田 寛 城

森 口 寅 雄

小 原 好 一

北 村 伸 治

▲表彰式の様子
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　令和８年３月２５日（水）、全国都市会館にて「全国土地改良事業団体連合会　第６８回通常総会」

が開催されました。総会では令和７年度一般会計収入支出補正予算、令和８年度事業計画や収支

予算の他、定款変更、役員の補欠選任等の全１１議案が審議され、全議案原案通り承認可決されま

した。また役員の補欠選任では、新たに理事として群馬県土連の熊川栄会長及び宮崎雅夫氏が選

任され、あわせて宮崎雅夫氏の副会長就任が発表されました。役員名簿は下記の通りです。

全国土地改良事業団体連合会　第68回通常総会

【役員名簿】

会 　 長
副 会 長
〃
〃

専務理事
常務理事
理 　 事
〃
〃
〃

理 　 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃

代表監事
監 　 事
〃

二 階 俊 博
山 﨑 正 昭
北 村 経 夫
宮 崎 雅 夫
室 本 隆 司
市 村 和 寿
菊 地 　 博
伊 藤 康 志
佐 貝 全 健
佐 藤 　 勉

熊 川 　 栄
中 野 治 美
古川隆三郎
本 坊 輝 雄
髙 貝 久 遠
星野恵美子
西 岡 真 帆
三ツ林裕己
池 田 洋 光
竹 内 啓 二

和歌山県土地連 会長
福井県土地連 会長
山口県土地連 会長

北海道土地連 会長
宮城県土地連 会長
山形県土地連 会長
栃木県土地連 会長

群馬県土地連 会長
愛知県土地連 会長
長崎県土地連 会長
鹿児島県土地連 会長
秋田県田沢疏水土改区 理事長
那須野ヶ原土改区連合 専務理事
清水建設（株）ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ企画室主席ﾏﾈｰｼﾞｬｰ
埼玉県土地連 会長
高知県土地連 会長
愛知用水土改区 理事長

令和７年度　全国水土里ネット表彰式

第６７回全国土地改良功労者等表彰

　【全国水土里ネット会長表彰】

●団体表彰

　松岡吉野土地改良区（理事長　川崎　利弘）

●個人表彰

　伊藤　敏夫（河合春近土地改良区　理事）

　令和８年３月２５日（水）、シェーンバッハ・サボーにて全国水土

里ネット表彰式（第６７回全国土地改良功労者表彰、農業農村整

備優良地区コンクール）が開催されました。

　この表彰式では、第６７回全国土地改良功労者等表彰の団体

表彰の７地区と５０団体、個人表彰の１１７人、農業農村整備優良

地区コンクール農業振興部門の１３地区、同じく中山間地域等振

興部門の８地区が受賞の栄誉に輝きました。

　福井県からは下記の団体及び個人が、長年の福井県における

土地改良事業への貢献を称えられ、受賞しております。

▲祝辞を述べる鈴木農林水産大臣

▲松岡吉野土地改良区　川崎理事長

▲河合春近土地改良区　伊藤理事

※ 個人表彰者の役職については令和８年３月２５日表彰時のものを記載しています。
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福井県多面的機能発揮推進協議会　通常総会
　令和８年５月１８日(月)、福井県自治会館 ２０１研修室にて、２６名出席のもと「福井県多面的機能発

揮推進協議会 通常総会」を開催しました。会長である福井県農林水産部の砂村隆志副部長が議長

を務め、下記の４議案について審議され、原案のとおり承認されました。令和８年度の役員は下記の

とおりです。

●令和８年度　役員

　会　  長

　副 会 長
 
　監　  事

福井県　農林水産部　副部長
福井市　農林水産部　部長
福井県土地改良事業団体連合会　専務理事
敦賀市　産業経済部　部長
福井県農業協同組合中央会　参事

砂 村 隆 志
藤 田 嘉 裕
小 堀 健 司
有 乗 正 志
新 田   聡

第１号議案 令和７年度　事業実績及び収支決算の承認について

第２号議案 令和８年度　事業計画及び収支予算(案)の承認について

第３号議案 活動組織と外部団体とのマッチングサービス実施要領の制定について

第４号議案 役員の改選について

【議　案】

　

福井県多面的機能発揮推進協議会「田んぼダム推進部会」
　令和８年５月１８日（月）、福井県自治会館　２０１研修室にて福井県多面的機能発揮推進協議会 

通常総会終了後に「田んぼダム推進部会」が開催されました。

　部会では、部会員２５名が出席のもと、鯖江市都市整備部上下水道課の若泉秀和課長が議長を務

め、下記の３議案について審議され、全議案原案のとおり承認されました。令和８年度の役員は下記

のとおりです。

第１号議案 令和７年度　事業実績及び収支決算の承認について

第２号議案 令和８年度　事業計画及び収支予算(案)の承認について

第３号議案 役員の選任について

【議　案】

●令和８年度　役員
   部  会  長
   副部会長

福井県　農林水産部　農村振興課　参事
　江市　都市整備部　上下水道課　課長

三 木 浩 史
若 泉 秀 和

【議　案】

第１号議案 令和７年度　事業報告について

第２号議案 令和７年度　収支決算について

第３号議案 令和８年度　事業計画(案)について

第４号議案　　 令和８年度　収支予算(案)について

第５号議案　　 令和８年度　会費の分担(案)及び納入時期について

　令和８年５月１８日（月）、福井県自治会館　２０１研修室にて１５時より、会員１８団体すべての参加

をいただいて、「第１８回 福井県農村整備事業推進協議会 通常総会」を開催しました。

　議長は会長の代理として当会の小堀健司専務理事が務め、下記５議案について審議され、全議案

原案どおり承認されました。

第18回　福井県農村整備事業推進協議会　通常総会
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　令和８年６月１０日（水）、福井県土地改良事業団体連合会役

員室にて１３時半より「福井県受益農地管理強化委員会」を開催

しました。委員の改選、事業報告、収支決算、予算等全議題原

案のとおり承認されました。

福井県受益農地管理強化委員会

【委員名簿】 （令和8年4月1日～令和10年3月31日）
北陸農政局 土地改良管理課長   佐藤 大治郎
福井地方法務局 登記部門 首席登記官 　杉山　元
金井法律事務所  弁護士  　金井　亨
福井県 農林水産部 副部長(農村振興課長)   砂村 隆志
足羽川堰堤土地改良区連合 事務局長 　前田 益伸
福井県土地改良換地士部会 部会長 　竹内 義美
福井県土地改良事業団体連合会 専務理事 　小堀 健司
福井県土地改良事業団体連合会 事業部長 　千秋 越裕

▲会場風景

▲総会風景

▲表彰者と記念撮影

　令和８年６月１０日（水）、福井県土地改良事業団体連合会役

員室にて１４時１５分より「福井県管理運営体制強化委員会」を

開催しました。委員の改選、事業報告、収支決算、予算等全議

題原案のとおり承認されました。

福井県管理運営体制強化委員会

▲会場風景

【委員名簿】 （令和8年4月1日～令和10年3月31日）
北陸農政局 土地改良管理課長   佐藤 大治郎
福井県 農林水産部 副部長(農村振興課長)   砂村 隆志
福井県 農村振興課 農地保全G 主任    新海 隆介
坂井北部土地改良区 理事長　　　　   齊藤 惠治
福井県土地改良事業団体連合会 専務理事　小堀 健司
福井県土地改良事業団体連合会 事業部長　千秋 越裕

令和７年度　北陸地区農地集団化促進協議会総会

　令和８年６月２９日（月）、加賀・粟津温泉「のとや」会議室に

て、「令和７年度北陸地区農地集団化促進協議会総会」を開

催しました。総会に先立ち、令和７年度北陸地区農地集団化

促進協議会永年勤続者表彰式を行い、下記の４名が受賞され

ました。本県からは、敦賀市土地改良区の良方輝男さんがそ

の功績を称えられています。

　その後総会を開会し、全４議案原案どおり承認されました。

　総会終了後、北陸地区農地集団化促進協議会研究会を開

催し、翌日は現地研修を行い、全日程を終了しました。

新 潟 県

富 山 県

石 川 県

福 井 県

柏崎土地改良区

黒部川左岸土地改良区

石川県土地改良事業団体連合会

敦賀市土地改良区

上 村 康 秀

室 谷 智 子

前田あさみ

良 方 輝 男

【北陸地区農地集団化促進協議会永年勤続者表彰】
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要請活動

※ 役職等については各要請活動時のものを記載しています。

　令和８年６月１５日（月）シェーンバッハ・サボー

（東京都）にて、「農業農村整備の集い」が開催さ

れました。会場には、約１，３００人の土地改良関

係者が全国各地から参集し、鈴木憲和農林水産

大臣、鈴木俊一自民党幹事長をはじめ多数の国

会議員や農林水産省幹部の方々がご臨席されて

いました。

　開会にあたり、二階俊博全土連会長より「農業

の構造転換を集中的に進めるための別枠予算を

確保いただいた。我々土地改良団体は、この予

算を活用し、農業・農村の発展にむけ、積極的に

取り組んで行かなければなりません。私どものス

ローガンである”闘う土地改良”の下、関係国会議

員の皆さんのお力添えをいただきながら、一致団

結してさらなる発展に向けて闘いを続けていく」と

主催者挨拶が行われました。その後、鈴木憲和

農林水産大臣、鈴木俊一自民党幹事長、森山裕

自民党食料安全保障強化本部長、宮下一郎自

民党総合農林政策調査会長、野中厚自民党農

林部会長、進藤金日子都道府県水土里ネット会

長会議顧問よりそれぞれ祝辞が述べられました。

　続いて全国土地改良大会開催県である奈良県

土連の菅谷義寛常務理事より「別枠を含めた、農

業農村整備関係予算の総額確保」を含む８項目

を盛り込んだ要請文が朗読され、全会一致で採

択されました。

　最後に「全国水土里ネット女性の会」石川房代

小山用水土地改良区事務局長、西彩熊本県土

連天草支所長、粟野祐子丹波篠山土地改良協

議会事務局長を代表に、参加者全員で「ガンバロ

ウ三唱」を行い、幕を閉じました。

農業農村整備の集い  ～農を守り、地方を創る予算の確保に向けて～

▲ガンバロウ三唱の様子

ふくいの土地改良

▲進藤都道府県水土里ネット会長会議顧問による来賓挨拶

▲二階会長による主催者挨拶



－7－

［令和8年7月　第271号］
ふくいの土地改良

　令和８年６月１５日（月）、１６日（火）福井県内の５管内ごとに組織されている農業農村整備事業推

進協議会を代表する土地改良区理事長等並びに福井県農地整備課小松宜紘課長とともに、中央要

請活動を行いました。

　山﨑正昭参議院議員、稲田朋美衆議院議員、滝波宏文参議院議員を始め県選出国会議員並び

に進藤金日子参議院議員を訪問し、①農業農村整備事業関係予算の確保、②農業水利施設等の

維持管理体制強化への支援、③エネルギーコスト上昇等に対する支援の３点を柱に要請活動を行い

ました。また、農林水産省幹部職員には要請書を持参し要請活動を行いました。面談を行った議員

には、各管内それぞれの課題に対する要望内容を直接訴え、課題解決への支援をお願いしました。

県内各農業農村整備事業推進協議会　合同要請

　令和８年６月８日（月）、９日（火）東京都において、北陸四

県の土地改良事業団体連合会から正副会長、事務局が出

席し、令和９年度農業農村整備事業の予算措置に関して、

財務省、農林水産省、関係国会議員並びに自民党本部に

対して要請活動を行いました。

　８日に、自民党本部において麻生太郎副総裁へ、農林水

産省において山本啓介農林水産大臣政務官及び松本平

農村振興局長へ、９日に財務省にて中谷真一副大臣へ要

請書を手交しました。要請内容の概要は下記のとおりです。

　

▲麻生副総裁への要請活動

北陸四県土地改良事業団体連合会協議会　中央要請

＜ 要請書概要 ＞

１．農業生産を持続可能なものとする土地改良事業の計画的な推進のため、必要な予算を安定的に確保
すること。その際、地域財政の実情に即した柔軟な運用ができるよう配慮すること。また、新たな食料・農
業・農村基本計画の実効性確保のための「農業構造転換集中対策」を着実に推進するうえで必要な別枠
を含めた予算を確保すること。特に、ほ場の大区画化を迅速に進める観点から「大区画化等加速化支援事
業」を継続的に実施できるよう支援すること。

２．発生から約３年が経過し、未だ復旧の最中にある「令和６年能登半島地震」及び「令和６年奥能登豪
雨」により、甚大な被害を受けた北陸地域の農地・農業用施設並びに、農村生活環境施設について、復旧・
復興を加速化させるとともに、災害防止の取組を早急に進めること。あわせて、災害発生直後の初動体制
の強化並びに、国、県、市町村等との連携強化を推進すること。

３．農村地域の国土強靭化を図るため、老朽化した農業水利施設の更新・長寿命化や豪雨・地震対策、
ICT、AI 等を活用した保全管理の省力化・高度化等を推進すること。

４．「第１次国土強靭化実施中期計画」を推進するとともに、防災・減災対策としての役割も担う「多面的機
能支払交付金」と「中山間地域等直接支払交付金」については、交付金を活用した取組みが各地で展開さ
れ、農業者と地域をつなぐ重要な役割を果たしており、今後も継続的に取組む必要性があることから、計画
期間において、十分な予算を確保すること。

５．「地域計画」の推進や農業水利施設を適切に保全管理している土地改良区に対し、「連携管理保全計
画（水土里ビジョン）」に基づく維持管理及び運営基盤強化の支援等について、今後も継続すること。
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各種研修

　令和８年５月１８日（月）～２０日（水）の３日間にわたり、東京都

の全国都市会館、ホテルルポール麹町において、「令和８年度

土地改良関係団体若手職員基礎研修」が開催されました。

　全国から土地連、土地改良区の若手職員が集まり、福井県か

らは、本会職員１名、土地改良区職員３名が参加しました。

　まずはじめに、全国土地改良事業団体連合会の室本専務理

事、前田上席参与より開講の挨拶及び研修の目的について説

明がありました。

　１日目の座学講義では、傍島主任研究員、室本専務理事より農業農村をめぐる状況、農業政策の

仕組み、土地改良事業・農業農村整備事業、予算確保の仕組みについて講義があり、特別講師とし

て進藤議員より日本の食料自給率の現状、課題についてお話いただきました。また１日目の講義終

了後に意見交換会があり、若手職員同士で交流を図りました。

　２日目は、前田上席参与より土地改良法について、傍島主任研究員より１日目に引き続き土地改良

事業に関する講義がありました。室本専務理事からは「自分を磨くコツ」と題して講義があり、仕事の

取り組み方等について学びました。講義終了後にグループディスカッションを行い、農業農村を将来

につないでいくための課題をテーマにグループ毎で話し合いを行いました。

　最終日には、グループディスカッションで話し合ったことをグループ毎にまとめ、発表をしました。全

体の発表を通して、農業の担い手不足等が課題として挙げられ、解決策として農業体験やSNS等で

の情報発信を通して農業への理解を深めてもらうことなどが挙げられました。発表後に、室本専務理

事から講評と閉講の挨拶があり、研修の全日程が終了しました。土地改良事業等に関する幅広い知

識を得るとともに、参加者同士の交流を深める機会となりました。

令和８年度　土地改良関係団体若手職員基礎研修

▲ 研修会の様子

　令和８年３月２日（月）、福井県国際交流会館において、「換地

計画実務研修会」を開催し、換地業務に携わる県、市町、土地

改良区等の役職員約６０名が受講しました。

　開会挨拶の後、北陸農政局農村振興部土地改良管理課の阿

戸指導官から所有者不明農地の解消に向けて活用できる財産

管理制度及び補助事業について、福井県農林水産部農村振興

課農村環境Gの坂下主任から土地改良法の概要について、福

井地方法務局の高橋総務登記官より不動産登記に係る相続登記の義務化について、福井県農林水

産部中山間農業・畜産課農地管理Gの山本企画主査から農地法について、本会土地改良課の清水

主幹から土地改良制度における換地の基本についてそれぞれ講義がありました。

　参加者からは「日頃業務の中で疑問に感じたり、対応に苦慮する点等について、実例を交えた講

義で理解しやすく、今後の業務に役立てたい」といった声が聞かれました。

換地計画実務研修会

▲研修会場風景
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　令和８年３月１８日(水)、福井県土地改良会館 

大会議室にて、「福井県大区画化等推進協議

会」の設立総会を開催しました。

　国は令和７年度補正予算において、食料・農

業・農村基本計画に基づき、初動５年間で農業

構造転換を推進し、生産性の向上を図ることとし

ています。これに伴い、法人等の農業者らが自

ら行う畦畔除去等の簡易整備による農地の大区

画化の取組を支援する「大区画化等加速化支

援事業」が創設されました。「大区画化等加速化支援事業」は都道府県単位に設置した協議会を経

由して助成する制度であることから、国への申請や農業者への交付事務のほか、要望量調査や農業

者に対する技術的な支援等を行うために、また事業の推進により福井県内の農用地の大区画化等を

促進し、農業の生産性向上を図ることを目的として、本協議会を設立しました。

　総会では、協議会の規約や諸規定、事業計画や予算、役員の選任等の全４議案が審議され、いず

れも原案どおり承認されました。会長に本会の小堀健司専務理事を選任し、事務局を本会事務所内

に設置しました。

　「福井県大区画化等推進協議会」及び「大区画化等加速化支援事業」の概要については下記のと

おりです。

福井県大区画化等推進協議会を設立

設立総会の様子

▢

▢
▢
▢
▢
▢
▢

▢
▢
▢
▢

▢
▢
▢
▢
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大区画化等加速化支援事業の概要

Page 2

今後２０年間で基幹的農業従事者が減少するおそれが見込まれる中、少ない農業者で効率的な営農が可能
となるよう、農地の大区画化は急務となっている。
国は、令和７～１１年を農業構造転換集中対策期間と位置付け、１ｈａ以上の大区画農地を６万ｈａ整

備することを目標としている。

１. 事業のねらい

現況イメージ 畦畔の撤去

ポイント【助成条件】
１．農振農用地であること
２．自ら工事（区画拡大）を行うこと（一部外注も可能）
３．申請書を提出すること
４．実績報告書を提出すること

・写真（作業内容の実施前・実施中・実施後の写真）
・購入・リースした資材等の領収書や作業日報など

３. 区画拡大に関する支援モデル（代表例）

面
積
25a

面
積
25a

面積
50a

助成単価 × 面積
6万円/10a × 50a ＝

30万円
（助成の上限額）

面積
1ha(100a)

面
積
25a

面
積
25a

面
積
25a

面
積
25a

助成単価 × 面積
7.5万円/10a×100a ＝

75万円
（助成の上限額）

30万円
（助成の上限額）

①通常

②大区画化する場合
※施工後の1区画（1枚）あたりの農地面積が1ha以上となる。

面
積
25a

面
積
25a

面積
50a

助成単価 × 面積
6万円/10a × 50a ＝

面積
1ha(100a)

面
積
25a

面
積
25a

面
積
25a

面
積
25a

助成単価 × 面積
7.5万円/10a×100a ＝

75万円
（助成の上限額）

現況イメージ

畦畔の撤去

農地の区画拡大の流れ

２. 助成メニュー

・畦畔除去による区画拡大等の簡易な基盤整備を助成（上限あり）
（助成単価（上限）の例）畦畔除去 4万円/100m、区画拡大 6万円/10a

  ※ただし、実績（実際にかかった費用）が助成単価より低い場合は、低い方が適用。

・担い手に集約化（面的集積）や、1ha以上に
大区画化する場合は助成単価が引上げられる。

・詳細な助成内容、助成単価等については
別途、担当者から説明。

福井県大区画化等推進協議会（水土里ネットふくい 事業部 計画設計課）
直通電話：0776-23-7776　e-mail：daikukakuka@midorinet-fukui.jp

【 問合せ先】
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農家負担金軽減支援対策事業

福井県土地改良事業団体連合会（水土里ネットふくい）　総務部総務課
直通電話：0776-23-7777　　ファックス：0776-24-1400

【 問合せ先】

※担い手育成農地集積事業（公庫の無利子貸付）の対象事業を除く。 

農家負担金軽減支援対策事業のご案内 

～利子助成等により償還額の軽減が図られます～ 

 

２．農地有効利用推進支援事業【利子助成】 

農地耕作条件改善事業を実施し、担い手への農地利用集積率が８割以上となる地区に

対して、農地利用推進計画に従って利子助成 

 

 

 

  

 

１．目標年度までに、担い手農地利用集積率が以下の

とおり増加すること。  
採 択 時 目 標 

80％未満 10ポイント以上増加※ 

80～90％未満 ５ポイント増加 

90～95％未満 95％以上 

95～100％未満 シェア増加 

100％ 維持 

※目標集積率60％未満は採択しない。 

２．目標年度までに、高収益作物※の生産額がおおむね

20％以上増加すること。 

※ 高収益作物とは、主食用米と比べて面積当たりの収益性が

高い作物（野菜、花き・花木、果樹など）をいう。 

３．輸出事業計画の認定規程に基づき認定された輸出

事業計画との連携が図られること。 

４．先端的な技術を活用した生産方式との適合が図ら

れること。 

１．地域生産基盤保全強化支援事業【利子助成】 

国の補助を受けて実施された土地改良事業等※の実施地区において、要件を満たすこ

とが確実と見込まれる地区に対して、保全強化支援計画に従って、受益者負担金の償還

利子相当額の5/6を限度として助成 

採択要件（１～４のいずれかに該当） 

 

県営事業において、54百万円を６年間（合

計3億24百万円）2.95％、17年償還（うち据

置２年）で借り入れた場合の最終償還まで

の負担額 

償還利子額   101百万円 

△利子助成額    84百万円 

実質利子負担額   17百万円 

利子助成のイメージ 

借入額が多ければ利子が大幅に軽減！ 

助

成
対
象 

償還元金 

償還利子相当額の 5/6 

年 度 

採 択 時 目 標 

 80％未満 80％以上 

80～100％未満 シェア増加 

100％ 維持 

なお、災害時に利用できる災害被災地域土地改良負担金償還助成事業【利子助成】も

あります。 

 

お問い合わせは福井県土地改良事業団体連合会 総務部総務課（TEL 0776-23-7777）まで。 

（１）受益者負担金の償還利子相当額の5/6を限度として助成〔事業費助成型〕 

（２）農地中間管理機構が農地の出し手（所有者）に対する賃料の一括前払に必要な借

入資金に係る償還利子相当額を助成〔一括前払助成型〕 

  

※採択時の集積率 80％以上の地区が対象に追加 
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［令和8年7月　第271号］
ふくいの土地改良

第４８回全国土地改良大会　奈良大会
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［令和8年7月　第271号］
ふくいの土地改良

第７回 ふくいの農ある風景フォトコンテスト
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［令和8年7月　第271号］
ふくいの土地改良

GREEN × EXPO ２０２７

土地改良関係者の皆様におかれましても
　　積極的なご参加をお願いします。
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水土里ネットふくい（福井県土地改良事業団体連合会）の連絡先

(TEL) 0776-23-7776　　jigyo3f@midorinet-fukui.jp｝
(TEL) 0776-23-7775　　jigyo4f@midorinet-fukui.jp｝
(TEL) 0776-23-7777　　soumu@midorinet-fukui.jp｝

土 地 改 良 区 相 談 窓 口

会員支援室　　　　　　　　　　直通電話 ： 0776-23-7775  ファックス ：0776-24-1400

▶８時半から12時 ▶13時から17時15分  ※ 月～金曜日（祝日、休日、年末年始を除く）＜受付時間＞

会 計 相 談 窓 口

総務部総務課   　　　　  直通電話 ： 0776-23-7777  ファックス ： 0776-24-1400

　土地改良法の改正により令和４年度から貸借対照表の作成が義務化されたことにより、専門家
である税理士および会計指導員による「会計業務」などに関するご相談を承ります。

▶８時半から12時 ▶13時から17時15分  ※ 月～金曜日（祝日、休日、年末年始を除く）＜受付時間＞

水土里ネットふくいでは、会員支援を目的に相談窓口を設けています。
お気軽にご活用ください。

た め 池 相 談 窓 口

福井県ため池サポートセンター 直通電話 ： 0776-23-7776  ファックス ： 0776-24-1400

▶９時から12時　▶13時から16時　　※ 月～金曜日（祝日、休日、年末年始を除く）＜受付時間＞
●ご相談は上記相談窓口（計画設計課）へ
●来会、電話、メールでの対応とさせていただきます。
●ご相談の際には「ため池の番号」をお知らせください。

＜注意事項＞

●土地改良区の運営について
●土地改良施設の保全について
●訴訟・未収賦課金等の問題について

＜相談内容＞

農業基盤整備資金利率

3.15　　　－　　　－　　　－　　　－

3.00　　　－　　　－　　　－　　　－

3.00　　　－　　　－　　　－　　　－

3.00 　　 －　　　－　　　－　　　－

 － 1.95    2.35    2.85    3.00

区　　　　　分

補助事業

非 補 助

災　害　復　旧

県　営

団体営

一　般

利子軽減

融資期間に

かかわらず

融資期間別（一例）（％）

５年　　１０年　　１５年　　２０年

　令和8年7月21日付けの日本政策金融公庫 
農林水産事業の農業基盤整備資金貸付利率
についてお知らせします。
問合わせ先：(株)日本政策金融公庫福井支店
　　　　　　TEL:0776-33-2385
　　　　　　HP: https://www.jfc.go.jp/a/


